
W���� タイプ

【横張り】

短い幅で施工する場合

設計に際して（施工寸法・支柱・笠木・短い幅での施工）

1,200mm以下1,200mm以下

ディーズ ベータウッド【横張り】
Dea’s Beta Wood
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ベータウッド B���×��

ベータウッド笠木

本

本
補強レール

補強レール
なべタッピングねじ

本支柱開き止め �� �� ����

�� ��.� ��

個

個

個

ベータウッド小口キャップ B��用
ベータウッド小口キャップ B���用
ベータウッド小口キャップ B���用

ベータウッド笠木受け

ベータウッド笠木端部キャップ

ベータウッド笠木接続キャップ

ベータウッド B���×��
ベータウッド支柱 60×60
ベータウッド支柱 70×70
ベータウッド支柱 45×36×1,400

ベータウッド B��×��

本

本
プランターフック

プランターフック
トラス小ねじ



P.5-【B2】以外の施工で

ベータウッドは、気温によって伸縮をします。必ず下記の取付方法を守ってください。（図B�参照）
気温によって【曲がり】や【割れ】の発生する原因となりますので、P.�-【B�】以外の施工でセンター
支柱以外にねじを打たないでください。

ベータウッドの切断には、電動丸のこをご使用ください。その際、端部の欠けが発生しないように丁寧に切断
作業を行ってください。

ベータウッドは2層構造のため、切断時にサンダーや
荒目のチップソーをご使用になると、製品表層部に欠け

（チッピング）を起こす場合がありますのでご注意ください。



7

6

➅支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。1,000mmを超えるとベータウッドの外れや、脱落などによ
　り事故につながるおそれがあります

➄ベータウッドのジョイント部は、必ず支柱のセンターに来
　るように取付けてください。片側にずれた状態では、強風
　時にベータウッドが外れるおそれがあります。(図B�参照)

➆支柱寸法、基礎寸法は十分な強度を持たせてください。不足すると強風時に倒れ、事故を起こすおそれが
　あります。

ベータウッドベータウッド

➂ベータウッドのねじ止めに際しては、必ずΦ�.�の下穴を設けてください。(図B２-�～B�-�参照)

➃ベータウッドは外気温度によって伸び縮みを
　します。ベータウッドのジョイント部には必ず
　�mmの隙間を設けてください。(図B�参照)

※板幅60mmを支柱にねじ止めする
　際は板1枚につき、ねじ1本です。



図B�（P.�）・図B�（P.�）の条件で施工をされる場合、センタ
ー支柱なしでも施工できます。

ベータウッドを1,350mm以下の必要な長さに切断し、下図を参考に専用ドリルねじで端部支柱にねじ止めしてください。
ジョイント部支柱にはスペーサー、ジョイント部品連結タイプ、専用ドリルねじを使用してスペーサーの位置でねじ止めして
ください。
※端部支柱にねじ止めをする際、ジョイント部支柱に使用するスペーサーと同じ幅が開くようにねじ止めしてください。
※支柱のピッチを1,000mm以上にする場合、P.�の基礎寸法参考資料よりA.B.C寸法を50mm程大きくしてください。
　(H寸法が2,200の場合はA寸法を大きくする必要はありません。)

※

2

スペーサーとジョイント部品連結タイプを、
端部支柱にも取り付ける事もできます。
※製品の強度に影響はありません。

1,200mm以下 150mm以下

1,200mm以下

150mm以下

図B�

センター支柱なしでの施工方法

センター支柱

端部支柱

ジョイント部支柱

端部支柱

ジョイント部支柱

条件1.連続した端のベータウッドが長さ1,350mm以下。
条件2.上記ベータウッドに使用するジョイント部支柱と端部支柱のピッチが1,200mm以下。
条件3.上記に使用する端部支柱の中心からベータウッドの出幅寸法が150mm以下。

※必ず片方の支柱にのみねじ止めしてください。両方の支柱にねじ止めした場合、気温によって【曲がり】や【割れ】の
　発生する原因となります。

�

�

ベータウッド

ベータウッド

※ベータウッドは外気温度によって伸び縮みを
　します。ベータウッドのジョイント部には必ず
　�mmの隙間を設けてください。

※ベータウッド、ジョイント部品に打つドリルねじ
は、強く締めこみ過ぎないようにしてください。



ベータウッドを1,500mm以下の必要な長さに切断し、下図を参考にスペーサー、ジョイント部品連結タイプ、
専用ドリルねじを使用してスペーサーの位置でねじ止めしてください。もう一方の支柱は専用ドリルねじで
ねじ止めしてください。

スペーサーとジョイント部品連結タイプを、
両方の支柱に取り付ける事もできます。
※製品の強度に影響はありません。

1,200mm以下150mm以下 150mm以下

図B�

センター支柱なしでの施工方法

センター支柱

端部支柱

ジョイント部支柱

条件1.ベータウッド長さ1,500mm以下を1スパンのみで施工。
条件2.上記ベータウッドに使用するジョイント部支柱と端部支柱のピッチが1,200mm以下。
条件3.上記に使用する端部支柱・ジョイント部支柱の中心からベータウッドの出幅が150mm以下。

※

1,200mm以下

150mm以下

150mm以下

※支柱のピッチを1,000mm以上にする場合、P.�の基礎寸法参考資料より各寸法を50mm程大きくしてください。
　（H寸法が2,200の場合はA寸法を大きくする必要はありません。）

※必ず片方の支柱にのみねじ止めしてください。両方の支柱にねじ止めした場合、気温によって【曲がり】や【割れ】の
　発生する原因となります。

ベータウッド

ベータウッド



1,200

重要!

4.2

4.2

A B

C C
捨てコンクリート

砕石

支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。

ベータウッド支柱60×60または70×70をご使用ください。

ベータウッドは、支柱ピッチ1,000mmの時にそのまま使用できる寸法となっております。

支

捨てコンクリート

4.2

A B

C C

砕石

1,000支



1,200

4.2

P.�-【B�】以外では、支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。

ベータウッド支柱45×36をご使用ください。

※ベータウッドは、支柱ピッチ1,000mmの時にそのまま使用できる寸法にカットされています。

4.2支

ベータウッド支柱45×36

ベータウッド支柱
��×��



45×36の支柱はコンクリートブロック専用です。

P.5-【B2】以外では支柱ピッチは1,000mm以下を守ってください。

ディーズガーデン　ベータウッド支柱には方向性があります。

ベータウッド支柱V溝のある面が
ベータウッド取付面です



7mm

ベータウッド笠木を使用しない場合の施工方法

ベータウッド支柱を建て、十分に基礎の養生を行います。

下記の手順に従って、ベータウッドの組立を行います。

7

最上段のベータウッドの位置決めをし、センター支柱に対し2本のねじで固定します。
その際、予めベータウッドにΦ�.�の下穴をあけてください。
なお、隣り合うベータウッドの隙間は必ず6mmあけてください。（図D�詳細A参照）

ベータウッド

※ジョイント部品【連結タイプ】には3サイズの品ぞろえがあります。
　フェンス高さ1,800mm以下の場合はジョイント部品連結タイプW��を、1,800mmを超える場合は
　W��を推奨します。また、スペーサーはジョイント部品連結タイプのサイズに合わせW��・W��用を
　ご使用ください。

※ジョイント部品【連結タイプ】には3サイズの品ぞろえがあります。
　フェンス高さ1,800mm以下の場合はジョイント部品連結タイプW��を、1,800mmを超える場合は
　W��を推奨します。また、スペーサーはジョイント部品連結タイプのサイズに合わせW��・W��用を
　ご使用ください。



6mm

2段目の全てのスペーサーをジョイント部品を取付ける支柱に貼り付けます。
以下同様の手順で下段に向けて最後までスペーサーとベータウッドを順次取付けていきます。

（図D�参照）

ベータウッド

ベータウッド

ベータウッド



���

�,���

6mm

6mm

ベータウッド笠木を使用する場合の施工方法
樹脂キャップの無い面が上になるようにベータウッド支柱を建て、十分に基礎の
養生を行います。

下図に従って、ベータウッドの組立てを行います。

このとき、一般部の支柱ピッチは必ず1,000mmを守ってください。なお寸法調整部のピッチは1,000mm
以下としてください。（図D�参照）支柱の高さと通り芯は、確実に合わせるように注意してください。

ベータウッド

ベータウッド
支柱

ジョイント部支柱及び端部支柱に、➀で取付けたベータウッドの下につくようにスペーサーを貼り付け
ます。（両面テープの剥離紙をはがして貼り付けてください）。
以下同様の手順で下段に向けて最後までベータウッドとスペーサーを順次取付けていきます。

ベータウッド

ベータウッド

最上段のベータウッドの上端が、支柱の上端よりも3mm下になるように位置をけがき、センター支柱に
対し2本のねじで固定します。その際、あらかじめベータウッドにΦ�.�の下穴をあけてください。

（図D�参照）
なお、隣り合うベータウッドの隙間は必ず6mmあけてください。（図D�詳細A参照）



ジョイント部品連結タイプを必要な長さにカットします（ジョイント部品の上端がベータウッドの上端と同じ
高さになるようにしてください）。（図D�断面図参照）

ジョイント部品連結タイプを位置決めし、スペーサーの位置でねじ止めします。その際必ずジョイント部品と
スペーサーにΦ�.�の下穴をあけてからねじ固定を行ってください（アルミ支柱に対する下穴加工は不要）。

（D�参照）

ベータウッド

ベータ
ウッド

ベータウッド
支柱

ベータウッド



ベータウッド
支柱

全ての支柱にベータウッド笠木受けを取付けます。(図D�参照)
全ての支柱に、Φ�.�タッピングねじでベータウッド笠木受けを仮止めします。
この段階ではまだ増し締めはしないでください。
下図を参考にして、支柱の太さごとに適した取付穴を使用してください。（図D�取付穴位置図参照）

ベータウッド支柱

ベータウッド笠木受け



ベータウッド
支柱

ベータウッド

ベータウッド笠木を取付けます。(図D�参照)
ベータウッド笠木を、笠木受けの上に置きます。
接続部にベータウッド笠木接続キャップを挿入し、笠木をスライドさせてしっかりとはめ込みます。
Φ�ドリルねじで、笠木と笠木受けを固定します。
この際、笠木の接合部はジョイント部支柱の中心にくるようにしてください。



ポリカパネルは《ポリカーボネート》を《アルミ枠》ではさみ込む構造になっています。
支柱への取付はジョイント部品【連結タイプ】を用い、ベータウッドB120×12と同様に行って
ください。（図E1参照）ただし、《ポリカーボネート》《アルミ枠》の長さは2,400mmなので、　　－①②
を参考にして切断してください。

ベータウッド笠木端部キャップを取付けます。(図D��参照)



ポリカパネルは《ポリカーボネート》を《アルミ枠》ではさみ込む構造になっています。
支柱への取付はジョイント部品【連結タイプ】を用い、ベータウッドB���×��と同様に行って
ください。（図E�参照）ただし、《ポリカーボネート》《アルミ枠》の長さは2,400mmなので、 －➀➁
を参考にして切断してください。

B

7

➀端部以外に取り付ける場合
《ポリカーボネート》《アルミ枠》の長さは2,400mmです。支柱ピッチに合わせて切断をしてください。

➁端部に取り付ける場合下記図を基に切断をしてください。

7

B

ポリカパネルの切断には、電動丸のこをご使用ください。その際、端部の欠けがが発生
しないように丁寧に切断作業を行って下さい。

ベータウッド

ベータウッド



V

V

8

アルファウッド板材とポリカパネルでは、板の幅寸法に多少の誤差がある為
ポリカパネルを３段以上連続で張る場合には、アルファウッドとの列ズレが
発生しないように、微調整を行うようにして下さい。

ベータウッドと同様の手順で取付けます。
本説明書P.�~P.��を参照し、ベータウッドB���×��と同様の手順で取付けてください。

ベータウッド板材とポリカパネルでは、板の幅寸法に多少の誤差がある為ポリカ
パネルを3段以上連続で張る場合には、ベータウッドとの列ズレが発生しないよ
うに、微調整を行うようにしてください。



小口キャップを取付けるベータウッドの小口に、市販の変性シリコンを塗布します。
（図F�参照）

オプションについて

小口キャップについて

変性シリコン



下穴径Φ�.�

� 支柱開き止めについて

支柱開き止めの両端が柱端部と一致するように、現場でカットしてください。
また支柱開き止め接続はベータウッド支柱の中央で行ってください。(図F�参照)

支柱開き止め現場でのカットについて

ベータウッド支柱

ベータウッド
支柱ピッチ1200以下

現場カット

��������

支柱開き止め

支柱開き止め端部
ピッチ1200以下 ����

�
A  接続部

専用ドリルねじ
Φ�×��

ベータウッド支柱

ベータウッド

支柱開き止め

端部

A

現場カット

F4

支柱開き止めにΦ�.�の下穴を開け、専用ドリルねじにて支柱にねじ止めしてください。（図F�参照）
※ 支柱開き止めの上にはベータウッドを張らないでください。

F3

支柱キャップ

ベータウッド支柱

ベータウッド

��

専用ドリルねじ
Φ�×�� �

�� ��

�

支柱開き止め

支柱開き止め取付け方法



�
補強レールは、ベータウッド及びベータウッドユニットフェンスの板材にオプションアイテム
類を取付ける際に必要な部品です。
以下の手順で、アイテム類を取付ける板材の上部に取付けてご使用ください。
アイテム類の取付け方の詳細は、それぞれの製品の組立説明書をご覧ください。
※ベータウッド笠木を付けた場合の最上段板材及び、ベータウッドユニットフェンスの
　最上段には、補強レールは不要です。

F5

G

ベータウッド

・ポリカパネルには補強レールやアイテム類は取付けられません。
・下記の耐荷重以上の荷重をかけないようにしてください。
・ベータウッド板材にアイテム類を取付ける際は、必ず補強レールを使用してください。
  補強レールを使用しないと、ベータウッドが変形・破損するおそれがあります。

・荷重がかかるすべてのベータウッド板材に対して使用してください。
耐　荷　重

補強レール１本につき６kgまで



➀ 補強レールの上にプランターフックを被せ、Φ�なべタッピングねじでベータウッドに
　 固定します。
➁ 壁掛けプランターをΦ�トラス小ねじでプランターフックに固定します。

DSF-IM�
����.��A

プランターフックについて

プランターフック取付け方法

・プランターフックはディーズベータウッドB���×��･B���×��タイプへの取付け    
  に対応しています。B��×���タイプへの取付けはできません。

・取付け完了後、プランターが確実に固定されていることをご確認ください。
・本品をベータウッド横張り仕様に取り付ける際は、必ず補強レールを使用して 
  ください。

・下記の耐荷重量を確認し、超過するものは上に載せないでください。
耐　荷　重

プランターフック１個につき４kgまで
ベータウッド１枚につき６kgまで

F6

プランターフック

市販壁掛けプランターΦ�×�� トラス小ねじ

Φ�×�� なべタッピングねじ
（補強レールに付属）

補強レール

  

�


